
 Ⅶ 評価 

実践したキャリア教育について、生徒の変容等に関する評価と教育活動と

しての評価を行うことで、生徒のキャリア発達をより促すことができるとと

もに、学校のキャリア教育の一層の推進を図ることができます。 

 

＊ キャリア教育に関する学習が各教科等の学習の目標を

よりよく達成し、主体的に学ぼうとする意欲の向上に結び

付いているか、また同時に、各教科等の学習がキャリア教

育に関する学習の関心や意欲につながっているかを確認

しましょう。 

キャリア教

育の実践 
評価 

○ 各学校で適切に視点を定め、これに基づいて生

徒の学習＊をよりよく改善します。 

○ ＰＤＣＡサイクルの中で位置付け、教育活動や

各学校の指導計画の改善につなげます。 

（1） 生徒の学習状況の評価の方法 
 キャリア教育における生徒の学習状況の評価は、生徒が指導計画等に定めている目標について、ど

の程度達成しているのかを把握し、育成したい能力・態度が確実に育まれるような指導へと改善する

ために行います。  

 

○ 評価の方法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（2） 教育活動の評価と改善 
教育活動としてのキャリア教育全体の評価は、具体的な教育活動の改善につなげていくために行

います。その際、評価の結果に基づき、教員一人一人が日常の授業や学習活動を見直し、問題点や

課題の解決に取り組むことが大切になります。 

○ 教育活動の評価の視点（例） 

 ① 生徒は積極的に取り組んでいるか、理解をしているか。
② 期待した変化や効果の兆しはあるか。 

○ 活動中の生徒の態度の変化  
○ 目標の達成状況（実施過程中、および終了時） 
○ 特に顕著な生徒の行動・態度、課題など 

③ 目標の設定は具体的で妥当であったか。 

教師像 
全ての教師が同じように判断できる評価方法や評価規準等が

求められます。 

評価は、様々な方法を組み合わせて実施することが大切です。

○ 観察による評価 ○ 制作物による評価 

○ 生徒の自己評価・相互評価 

○ 他者評価 

学習の過程を評価することが大切です。 

計画的に評価場面を設定して学習状況を把握し、実態に応じた

適切な指導を行っていくことが重要です。 

学習状況について望まれ

る姿を想定し、実際の学習

状況と合わせて考え、育成

したい能力・態度が育まれ

ているかを見取ります。 

 

教育活動

の評価 

教育活動全般の 

見直し 

 

■ 生徒や保護者は、生き方や進路について考える学習にどのような期待をいだいているで

しょうか。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本進路指導協会「中学校・高等学校における進路指導に関する総合的実態調査」

                  （平成１６・１７年度文部科学省委託事業）

生徒の進路意識や進路選択態度に望ま 

しい変容が見られない。 27.9%  

保護者の進路指導に対する期待が進学先の選択 

やその合格可能性に偏っている。 41.3%  

① 学ぶことや働くことの意義を考えさせる学習 26.9% 

② 自分の個性や適性を理解するための学習   26.7% 

（4） 進路指導と年間指導計画 

 キャリア教育の視点から、規範意識やコミュニケーション能力の形成を支援

することを重視した年間指導計画を作成し、実践することで、キャリア発達

を促す指導と進路決定のための指導とが、系統的に展開され、時代の変化に

力強くかつ柔軟に対応していくことができるようになります。 

このことから、次のことがわかります。 

・いわゆる出口指導だけを保護者が期待していると思っている教員が少なくありません。 

・生徒及び保護者は、出口指導ではない本来の進路指導である「生き方の指導」の充実を求

めています。 

教員は、進路指導の年間指導計画を、本来の進路指導である「生き方の指導」＝キャリア

教育の視点から捉え直すことが大切です。 

 

 

① 自分の個性や適性を考える学習 

 46.2％ 

② 高等学校など上級学校や企業へ

の合格・採用の可能性  33.3％ 

③ 将来の生き方や人生設計 28.9％ 

教師への期待 

生徒への思い 

 

保護者への思い

 

教師への期待 

〈保護者〉 

〈生徒〉 

〈教師〉 
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